
印西市こどもの遊び場の設置及び管理に関する条例をここに公布する。  

  令和８年６月２２日  

 

印西市長  

 

 

印西市条例第１９号  

   印西市こどもの遊び場の設置及び管理に関する条例  

 印西市こどもの遊び場の設置及び管理に関する条例を次のように制定する。 

（趣旨）  

第１条  この条例は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」とい

う。）第２４４条の２第１項の規定により、印西市こどもの遊び場（以下「こ

どもの遊び場」という。）の設置及び管理に関し必要な事項を定めるものと

する。  

 （設置）  

第２条  市は、こどもが天候に左右されず、安心、安全に多様な遊びや学び、

交流ができ、心身の健やかな成長を促すことができる環境を確保するととも

に、子育ての負担軽減と子育て環境の向上を図るため、こどもの遊び場を設

置する。  

 （名称及び位置） 

第３条  こどもの遊び場の名称及び位置は、次のとおりとする。  

名称  位置  

印西市全天候型こどもの遊び場  印西市中央北三丁目２番地  

 （事業）  

第４条  こどもの遊び場は、次に掲げる事業を行う。  

 (1) 多様な遊具や体験的な仕掛けを備え、こどもが全身を使って主体的に                   

遊ぶことができる場の提供に関すること。  

 (2) 創作活動を通じて、こどもの創造性、思考力及び表現力を育むことが

できる場の提供に関すること。  

 (3) その他こどもの遊び場の設置の目的を達成するために必要な事業に関



すること。  

（指定管理者による管理）  

第５条  こどもの遊び場の管理は、指定管理者（法第２４４条の２第３項に規

定する指定管理者をいう。以下同じ。）に行わせるものとする。  

（指定管理者が行う業務）  

第６条  指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。  

(1) 第４条に規定する事業に関すること。  

(2) こどもの遊び場の利用の許可に関すること。  

(3) こどもの遊び場の利用の制限及び利用の許可の取消しに関すること。  

(4) こどもの遊び場の利用料金（法第２４４条の２第８項に規定する利用       

料金をいう。以下同じ。）を収受すること。  

(5) こどもの遊び場の維持管理に関すること。  

(6) その他こどもの遊び場の運営に関する業務のうち、市長が必要と認め

るもの  

（指定管理者の指定の申請）  

第７条  指定管理者の指定を受けようとするものは、規則で定める申請書にこ

どもの遊び場の管理に係る事業計画書その他規則で定める書類を添えて、市

長に提出しなければならない。  

（指定管理者の指定等）  

第８条  市長は、前条の規定による申請があったときは、次の各号のいずれに

も該当するもののうちから指定管理者の候補者を選定するものとする。  

(1) 事業計画書によるこどもの遊び場の管理が利用者の平等な利用を確保

するものであること。  

(2) 事業計画書の内容がこどもの遊び場の効用を最大限に発揮させ、かつ、 

  効率的な管理が図られるものであること。  

(3) 事業計画書に沿った管理を安定して行う能力を有するものであること。 

２  市長は、前項の規定により選定した指定管理者の候補者について、法第２

４４条の２第６項に規定する議会の議決を経たときは、当該候補者を指定管

理者に指定する。  

３  市長は、前項の規定により指定管理者の指定をしたときは、速やかにその



旨を告示するものとする。第１２条第１項の規定により指定管理者の指定を

取り消し、又は期間を定めて管理の業務の全部若しくは一部の停止を命じた

ときも、同様とする。  

（事業報告書の作成及び提出）  

第９条  指定管理者は、毎年度終了後６０日以内に、次に掲げる事項を記載し

た事業報告書を作成し、市長に提出しなければならない。ただし、年度の途

中において、指定管理者の指定の期間が満了したとき、又は第１２条第１項

の規定により指定管理者の指定を取り消されたときは、当該指定管理者であ

ったものは、その満了した日又は取り消された日から６０日以内に当該年度

の当該日までの間の事業報告書を市長に提出しなければならない。  

(1) こどもの遊び場に係る事業及び管理の実施状況  

(2) こどもの遊び場の利用状況  

(3) こどもの遊び場の利用料金の収入実績  

(4) こどもの遊び場に係る事業及び管理に要した経費の収支状況  

(5) その他こどもの遊び場の管理の実態を把握するため、市長が必要と定

める事項  

（業務報告の聴取等）  

第１０条  市長は、こどもの遊び場の管理の適正を期するため、指定管理者に

対し、その管理の業務及び経理の状況に関し定期に又は必要に応じて臨時に

報告を求め、実地に調査し、又は必要な指示をすることができる。  

（申請の内容の変更等）  

第１１条  指定管理者は、第７条の規定により提出した申請書若しくはその添

付書類の内容について変更しようとするとき、又は指定を辞退しようとする

ときは、あらかじめ、市長の承認を受けなければならない。ただし、規則で

定める軽微な変更をしようとするときは、この限りでない。  

２  指定管理者は、前項ただし書に規定する軽微な変更をしたときは、市長に

その旨を届け出なければならない。  

３  市長は、第１項に規定する承認をしたとき、及び前項の規定による届出を

受けたときは、速やかにその旨を告示するものとする。  

（指定の取消し等）  



第１２条  市長は、指定管理者が第１０条の指示に従わないとき、その他指定

管理者の責めに帰すべき事由により当該指定管理者による管理を継続する

ことができないときは、その指定を取り消し、又は期間を定めて管理の業務

の全部若しくは一部の停止を命じることができる。  

２  市長は、前項の規定により指定を取り消し、又は期間を定めて管理の業務

の全部若しくは一部の停止を命じた場合において指定管理者に損害が生じ

ても、その賠償の責めは負わない。  

（開館時間及び休館日等）  

第１３条  こどもの遊び場の開館時間、休館日及び利用時間は、規則で定める。 

 （利用できる者の範囲）  

第１４条  こどもの遊び場を利用できる者は、こども（１２歳に達する日以後

の最初の３月３１日までの間にある者）及びその保護者等 （保護者その他当

該こどもに同伴する１８歳に達する日以後の最初の３月３１日を経過した

者）とする。  

２  こどもがこどもの遊び場を利用するときは、保護者等が同伴しなければな

らない。  

３  前項の規定にかかわらず、当該利用が安全の確保及び管理運営に支障がな

い場合であって、規則で定める基準に適合するときは、こどもは単独でこど

もの遊び場を利用することができる。  

 （利用の許可）  

第１５条  こどもの遊び場を利用しようとする者は、あらかじめ、指定管理者

の許可を受けなければならない。  

２  前項の許可には、施設の管理上必要な条件を付すことができる。  

 （利用の制限）  

第１６条  指定管理者は、次の各号のいずれかに該当する場合は、こどもの遊

び場の利用を許可しないものとする。  

 (1) その利用がこどもの遊び場の設置の目的に反するとき。  

(2) 安全の確保や他の者の利用に支障が生じるおそれがあるとき。  

 (3) 公の秩序又は風紀を乱すおそれがあると認められるとき。  

 (4) 営利を目的に利用するおそれがあると認めるとき。  



 (5) 感染症の病気にかかっていると認められるとき。  

 (6) 施設を汚損し、又は損傷するおそれがあると認められるとき。  

 (7) 前各号に掲げるもののほか、指定管理者が利用を不適当と認めるとき。 

（利用許可の取消し等）  

第１７条  指定管理者は、第１５条の規定による利用の許可を受けた者（以下

「利用者」という。）が次の各号のいずれかに該当する場合は、利用の許可を

取り消し、又は利用を停止させることができる。  

 (1) この条例又は規則に違反したとき。  

 (2) 第１５条第２項の規定による利用の条件に違反したとき。  

 (3) 虚偽の申請その他不正の手段により利用の許可を受けた事実が明らか

になったとき。  

 (4) その他施設の管理上やむを得ない事情が生じたとき。  

 （利用権の譲渡等の禁止）  

第１８条  利用者は、こどもの遊び場を利用する権利を第三者に譲渡し、若し

くは転貸してはならない。  

（利用料金）  

第１９条  こどもの遊び場の利用料金は、別表に定める額とする。ただし、指

定管理者は、別表に定める額の範囲内において、利用料金を定めることがで

きるものとする。  

２  指定管理者は、前項ただし書の規定により利用料金の額を定めようとする

ときは、あらかじめ市長の承認を受けなければならない。その額を変更しよ

うとするときも、同様とする。  

３  前２項の規定により定められた利用料金は、指定管理者の収入として収受

させるものとする。  

（利用料金の減免）  

第２０条  前条の規定にかかわらず、指定管理者は、利用者が次の各号のいず

れかに該当すると認めるときは、規則で定めるところにより利用料金を減額

し、又は免除することができる。  

(1) 生後１２か月未満の者  

(2) 身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳又は療育手帳の交付を受け



た者  

(3) 前号の手帳を所持するこどもの保護者等１名  

(4) その他市長が特に必要と認めた者  

２  前項各号に掲げる者が市外の利用者である場合も、同様に減免の対象とす

る。  

３  減免の取扱いその他必要な事項は、規則で定める。 

（利用料金の還付）  

第２１条  既納の利用料金は、還付しない。ただし、指定管理者が必要と認め

る場合は、規則で定めるところによりその全部又は一部を還付することがで

きる。  

（損害賠償）  

第２２条  利用者は、自己の責めに帰すべき理由により施設等を汚損し、損傷

し、又は滅失したときは、指定管理者の指示するところによりこれを原状に

回復し、又は損害を賠償しなければならない。  

 （秘密保持義務）  

第２３条  指定管理者又はこどもの遊び場の管理に従事している者（以下この

条において「従事者」という。）は、個人情報の保護に関する法律（平成１５

年法律第５７号）第６６条第２項の規定により準用される同条第１項及び同

法第６７条の規定により、個人情報を保護するとともに、こどもの遊び場の

管理又は事業の実施に関し知り得た秘密を他に漏らし、又は自己の利益のた

めに利用してはならない。指定管理者の指定の期間が満了し、指定を取り消

され、若しくは指定を辞退し、又は従事者でなくなった後においても、同様

とする。  

（市長による管理）  

第２４条  市長は、次の各号のいずれかに該当することにより、指定管理者に

こどもの遊び場の管理を行わせることができない場合は、当該こどもの遊び

場の管理の業務を行うものとする。  

(1) 指定管理者の指定を受けるものがないとき。  

(2) 指定管理者を指定することができないとき。  

(3) 第１１条第１項の規定により指定を辞退することについて市長が承認



したとき。  

(4) 第１２条第１項の規定により指定管理者の指定を取り消し、又は期間

を定めて管理の業務の全部若しくは一部の停止を命じたとき。  

２  前項の場合におけるこの条例の規定の適用については、第１５条から第１

７条までの規定中「指定管理者」とあるのは「市長」と、第１９条の見出し

中「利用料金」とあるのは「使用料」と、同条第１項本文中「利用料金」と

あるのは「使用料」と、同条第３項中 「指定管理者の収入として収受させる」

とあるのは「市が収受する」と、第２０条の見出し中「利用料金」とあるの

は「使用料」と、同条第１項中「指定管理者」とあるのは「市長」と、「利用

料金」とあるのは「使用料」と、第２１条の見出し中「利用料金」とあるの

は「使用料」と、同条中「利用料金」とあるのは「使用料」と、同条ただし

書中「指定管理者」とあるのは「市長」と、第２２条中「指定管理者」とあ

るのは「市長」と、別表中「利用料金」とあるのは「使用料」とする。  

（委任）  

第２５条  この条例に定めるもののほか、こどもの遊び場の管理に関し必要な

事項は、規則で定める。  

   附 則  

（施行期日）  

１  この条例は、令和９年４月１日から施行する。  

（準備行為）  

２  こどもの遊び場に係る指定管理者の募集、選定、指定その他これらに関し

必要な行為は、この条例の施行前においても行うことができる。  

別表（第１９条）  

区分  
利用料金  

市内  市外  

こども  1 人 1 回 500 円  2,000 円 

保護者等  1 人 1 回 500 円  2,000 円 

 備考  

  １  １回の利用区分は、規則で定める。  

  ２  利用時間が利用区分の時間に満たない場合の利用料金は、時間割計算



を行わない。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


